
1. 住宅改修・福祉用具相談支援センターとは 

１９９３（平成５）年７月  「武蔵野市高齢者補助器具センター」 設立 

武蔵野市では、介護保険施行以前より福祉用具、住宅改修をはじめとした住環境整備への

専門職の適切なかかわりを重要と考え、リハビリテーション専門職からなる武蔵野市高齢

者補助器具センターを 1993（平成 5）年に設置しました。単なる補助金の給付ではなく、

リハビリテーション専門職による住環境整備のプランニングの給付を、という考えのもと、

生活全般の相談を受け、必要があれば福祉用具の給付・貸与、住宅改修の給付、介護者など

への技術指導、情報提供等を実施してきました。この中で、福祉用具や住宅改修の活用によ

り生活が大幅に改善が可能となりました。 

 

２０００（平成 12）年４月 介護保険施行 

「住宅改修」、「福祉用具貸与・購入」が介護保険サービスに位置づけられました。 

介護保険制度施行後は、「障害のある方々や高齢者の方々が寝たきり状態になるのを予防

し、住み慣れた地域において生き生きと生活すること」とし、目的も「介護予防」「自立支

援」へと大きく変わっていきました。そのため、医療の関わりが高い方の相談依頼が増加し

ています。より、安楽で心身への負担がないように住環境を整える必要性が高まりました。 

福祉用具は日々開発され、様々な機能や種類、形状、色のものが市場に出回るようになり、

その用具の特性や使用方法、介助方法についての相談お受けしています。住宅改修では手す

りの設置や段差解消のみでなく、住まい方の工夫等の提案をさせていただいています。 

 

２０１9（平成 31）年 名称変更 「武蔵野市住宅改修・福祉用具相談支援センター」 

これは「武蔵野市高齢者福祉計画・第 7 期介護保険事業計画」で以下のような機能拡充

が記載され、これに対応した形です。 

 ＊より効率的かつ効果的な住宅改修・福祉用具の活用による在宅生活の 継続支援。 

 ＊ 中・重度の要介護高齢者の介護負担の大きな要因である排泄ケアに 関する相談機能を

強化すること。特に夜間の排泄ケアに対応すること。 

＊ケアプラン指導研修事業によるケアマネジャー支援の充実  

より身近で専門的な相談窓口として、市民やケアマネ ジャーにより良いサービスを提供

することを企図しています。  

 

2．人員体制 （2023 年 4 月現在） 

・作業療法士、理学療法士：住環境整備全般（介護保険制度でいう住宅改修・福祉用具含む） 

・言語聴覚士：コミュニケーション障害、高次脳機能障害、摂食嚥下機能障害 

・排泄ケア専門員（看護師）：排泄機能の障害 

 


